家庭礼拝　2010年11月17日　エフェソ書１章　イエスキリストによって
　賛美歌４５８　信仰こそ旅路を　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP１４５（３）　わが神わが主よ
起

今日からエフェソの信徒への手紙を学びますが、さすがにこの手紙は一章ずつ進めるわけには行きません。論点と内容がかなり豊富ですので、もう少しじっくりやりたいと思います。純福音教会の礼拝でも実はこのエフェソ書を始めています。ですが、一回で進む量は、２～３節です。ずいぶんな回数をやっているのですが、未だに1章をやっています。これでは何時になったら終わるのか分かりませんし、あまり遅すぎて、全体を把握することが出来なくなってしまいます。それで、私は2回で一章ずつ進めたいと思っています。これでも、早すぎるとは思いますが、聖書の小見出しの単位もそのようになっていますので、まとめやすいと思います。あまり一つのことに捉われることなく、パウロがこの書簡で何を言おうとしていたのかがわかるように、話が出来ればと思っています。使徒言行録とは違って、神学的、教理的な話が多いので、逐次的にではなく、テーマを掘り下げる形で、話が出来ればと思っています。全部で6章ありますので、12回で説明することになります。約3ヶ月かかりますが、状況を見ながら進め方を考えたいと思います。
今日は初回なので、このエフェソ書の背景から話を進めたいと思います。使徒言行録の中でもお話しましたが、エフェソ書はパウロがローマにいたとき、牢の中で書いてテキコに持たせてエフェソに送った手紙とされています。ローマで牢屋に入っていたとは言っても、自分で借りた一軒家に住んでいるようなものでしたから比較的自由でした。そしてここから、フィリピ書、エフェソ書、コロサイ書、フィレモンへの手紙などを書きました。これらは獄中書簡と呼ばれていますが、エフェソ書だけはパウロの手紙なのかどうかまだ議論のあるところです。またエフェソに宛てられたのかも、疑問となっています。

この中で、エフェソ書に関係の深いのはコロサイ書です。内容的に多くの重複が有るのです。ですので、コロサイ書と比較して読むことが多いかもしれません。そして、この両方ともこの手紙を教会に届けたのはテキコでした。

エフェソ書が発見されたのは、エフェソの教会からでした。ですから、この手紙がエフェソの教会にあてられた手紙だろうと言うことで、エフェソの信徒への手紙となっておりますが、これに関してはいろいろ異論があるようです。この手紙の1節には挨拶として、エフェソにいる聖なる者達、キリストイエスを信じる人たちへ、となっていますので、エフェソに宛てられたものと考えますが、実は初期の手紙の写本には、このエフェソと言う言葉は無くて、単に聖なる者達、キリストイエスを信じる人たちへとなっていて、後からエフェソと言う言葉が付け加えられたようなのです。手紙の中で、ここにしかこのエフェソと言う言葉は無いのです。
エフェソの教会とはパウロが最も長く滞在して宣教した教会です。3年以上滞在しました。そしてその思い入れのとても深い教会でした。パウロが最後の旅行の途中に、ミレトを立ち去る前にエフェソの長老達に分かれの説教をする記事があります。いわゆる告別説教です。そのような教会でしたから、パウロはその教会の一人ひとりに個人的にも多くの親密な情愛を感じていたのです。ところが、このエフェソの信徒への手紙には、そのような形跡や感情の高まりが無いのです。まるで初対面の人に対して、冷静に宣教しているようなそのような手紙になっているのです。それではこの手紙は誰に対して書かれたのでしょうか。それは、この手紙の中で書き表される、あなたがた異邦人、と言う言い方です。エフェソの教会には異邦人だけではなくユダヤ人もたくさんいましたから、この表現はエフェソ教会宛としては、変なのです。少なくとも、この手紙は、あなた方異邦人、と言える人々に対して書かれた手紙です。例えば、2章の11節には、だから、心に留めておきなさい。あなた方は以前には肉によれば異邦人であり、いわゆる手による割礼を身に受けている人々からは、割礼の無いものと呼ばれていました。と書かれており相手が、非常に限定的に、割礼のない異邦人であることが示されているのです。いろいろな説はあるのですが、このエフェソ書は、エフェソの教会に当てられたと言うよりも、教会全体に対して書かれた手紙で、それをまわし読みをしていたと言う説が有力です。そしてこの手紙は、教会と言うものを考えるときの大切な基本となる教えが豊富にあるのです。
承

では本題ですが、最初に挨拶がありますが、これはコロサイ書の最初の挨拶と非常に良く似ています。

ちょっとコロサイ書を読んでみますので、そのままエフェソ書と比較してみてください。

◇コロサイの信徒への手紙◆挨拶
コロ 1:1　神の御心によってキリスト・イエスの使徒とされたパウロと兄弟テモテから、
コロ 1:2　コロサイにいる聖なる者たち、キリストに結ばれている忠実な兄弟たちへ。わたしたちの父である神からの恵みと平和が、あなたがたにあるように。

このようになっていて、他の書簡に比べて、エフェソ書とコロサイ書は良く似ているのです。そしてまた、このエフェソ書の挨拶には、キリスト・イエスという言葉が短い挨拶の中に3度もでてくることも特徴です。全てがイエスキリストを中心にして回っていることを強く印象付けるエフェソ書の全体の雰囲気を表しています。

今日、お話しようとしている中心箇所の3節から14節はもともと文章の切れ目のない、一つの文章だったそうです。今の聖書ではそれでは分かりにくいので、多くの文章に区切られていますが、もともとは詩のような形式で書かれたものだということです。このような書き方をしたものはほかにパウロの書簡には無いのだそうです。だからと言って、これがパウロの書簡ではないとは言い切れません。
　この手紙は、挨拶が終わるといきなり格調の高い本題に入ります。聖書の小見出しでは、「神の恵みはキリストにおいて満ち溢れる」となっています。ここの箇所では一つの特徴的な表現が繰り返し繰り返し用いられています。それは、このような言葉です。それは、キリストにおいて、イエスキリストによって、この御子において、などという同じような表現が８回も使われていることです。11節の中で、8回も使われているのですからいかに多いかが分かります。そしてこの言葉の中にこそパウロが一番言いたいことが表されているのだと思います。その箇所を挙げてみると、
キリストにおいて、天のあらゆる霊的な祝福で満たしてくださいました。
キリストにおいてお選びになりました。
イエス・キリストによって神の子にしようと、御心のままに前もってお定めになったのです。
御子によって与えてくださった輝かしい恵み
この御子において、その血によって贖われ、罪を赦されました。
キリストにおいてお決めになった神の御心によるものです。
キリストにおいてわたしたちは、御心のままにすべてのことを行われる方の御計画によって前もって定められ、約束されたものの相続者とされました。
キリストにおいて、真理の言葉、救いをもたらす福音を聞き、そして信じて、約束された聖霊で証印を押されたのです。
これらを全部まとめて言うと、私達が、キリストにおいて、霊的な祝福で満たされ、信じるものとして選ばれ、神の子とされ、恵を与えられ、罪を許され、たのは、キリストにおいて定められた神の御心、神の計画であり、その証拠は約束された聖霊である。と言うことになります。（もう一度繰り返します）
転
　この、キリストにおいてということはどんなことを意味するのでしょうか。そしてこのように、キリストにおいてが多用されることでパウロは何を言いたかったのでしょうか。キリストにおいてとはそれらのことがキリストによって、キリストを通して、キリストの御心によって与えられたものであると言うことを表します。これはそれまでのユダヤ教とは大きく違った教えです。ユダヤ教ではキリストによってではなく、モーセによって、エリアによって、預言者によって与えられてきました。ですが、今ここでは、全てがキリストイエスによって為されるものとなりました。それがキリスト教なのです。信仰者とは、すべてのことがキリストによってなされていると受け取るものです。大きなものも、小さなものも、これもあれも、私達が信仰者になったのも、御殿場教会が立てられたのも、御殿場教会に牧師が派遣されたのも、私達が長老になったのも、そして、私たちが御殿場教会を離れることになったのも、そしてこれから起こるだろう事も、全ては、キリストイエスによって計画され、選ばれ、祝福され、定められた結果なのです。だから私たちは人を恨んではいけないし、人によって行われたと考えてはいけないのです。すべてはイエスキリストによって、なのです。そして全てのことに、イエスキリストによって定められた神の計画があり、目的があるのです。私たちに理解できることも、理解できないことも、関係が無いと思っていたことも、小さなことも、全てその目的のために導かれています。その目的とは10節です。
エフェ 1:10　こうして、時が満ちるに及んで、救いの業が完成され、あらゆるものが、頭であるキリストのもとに一つにまとめられます。天にあるものも地にあるものもキリストのもとに一つにまとめられるのです。
エフェソ書の真髄はここにあります。自分によっても、あの人のせいでも無くなりました。人間は、差別をつくりました。分け隔てをつくりました。区別をつくりました。そのことによって、その境界線上ではいつも争いが起こってしまいました。敵と味方、ユダヤ人と異邦人、清いものと清くないもの、良いものと悪いもの、私と私でないもの、豊かさと貧しさ、人間と動物、精神と肉体、罪と善、生と死、神と人間など全てのものを二元論的に考え、その境界線上でいつも争いが起こり、葛藤が起こり、苦しみが起こっていたのです。私達の苦しみは、この境目で起こるのです。ユダヤ教の律法はまさにこの境界線を引いて葛藤を起こすことだったのです。イエスキリストによって為される救いとは、この境界線をなくすことです。区別をなくすことです。今のままで救われることです。悪いものは悪いままで、罪あるものも罪あるままでイエスキリストの救いに預かるとき、その境界線が消滅し、その葛藤が消滅するのです。それが、キリストのもとに一つにまとめられるということです。あれとこれの区別はなくなるのです。それは天にあるものも，地にあるものもキリストのもとに一つにまとめられるのです。目に見えるものも、目に見えないものも、物理的な世界も、心の中の世界も全て境界線を取り払われ、イエスキリストによって一つとされるのです。イエスキリストの十字架とは、まさにその境界線上に立つ十字架なのです。そのせめぎあっている中に立っている十字架なのです。私達が、区別をし、差別をし、良い悪いと言って争ったり悩んだりしているとき、そのとき私たちはその境界線に立つイエスキリストを再び十字架につけているのです。そして、イエスキリストによって救いに預かるとき、私たちは復活するのです。今まであった区別、差別は無くなり、イエスキリストによって一つのものとなって復活するのです。良いも悪いもない、生も死もないとなったとき復活するのです。イエスキリストは神と人間との境界線をも取り払ったのです。5節の次の言葉はそれを物語っています。

イエス・キリストによって神の子にしようと、御心のままに前もってお定めになったのです。
信じられないことですが、イエスキリストは、神と人間との境界線をも取り払い、私達を神の子にしてくださったのです。ですが私たちはこれを本当には受け取りません。神と人間とを何時までも線引きするのです。ですが、
私はこれこそが、キリストが私たちに十字架と復活によって与えようとした救いであり、パウロが命を懸けて伝えようとしたことではないのかと思っています。
結

キリスト教は、歴史上一番人殺しをしてきた宗教だと言われます。その次はイスラム教だと言われています。なぜ、愛を説く宗教が、この区別差別をなくし一つになろうとしている宗教が、争いばかり起こし、一番悲惨な人殺しをする宗教になってしまうのでしょうか。それは私達信仰者がその真意を誤解してしまっているからです。イエスキリストによってなされた救いが、その境界線を取り除き、敵も味方も無くなり、一つになることであるのに、自分達の信仰は正しい、自分達の神のみが正しいと、自ら境界線を引き、そこの境界線上で多くの争いを起こしてしまっているのです。そしてそのような争いに倦みつかれた人々は、その境界線を自分の周りにも円を描き、この円の中の人、外の人との区別を作り個人主義的な傾向をますます強くしているのです。私たちは、決して、このような境界線をひいてはいけないのです。私たちはもう一度、イエスキリストによってもたらされた救いの原点に返るべきです。イエスキリストは境界線の生垣を取り払いに来たのです。すべてはイエスキリストの御心によって為され、その境界線が取り払われ、あらゆるものが、頭であるイエスキリストのもとに一つにまとめられるためなのです。それが救いであり、復活です。そしてそれが神の国です。神の御国が来ますように。
アーメン。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)
天の父なる神様、今日からエフェソ書の学びを与えられ感謝いたします。

あなたの大切な御心が、パウロの手紙を通して与えられております。

あなたは私達が、主イエスにあって一つになることを望んでおられます。

それは私達が、男も女も、ユダヤ人も異邦人も、若い者も年老いたものも主と一つとなって、区別や差別の無いものとされるからであります。

主に在って一つになるとき、葛藤も、争いもなくなるからであります。

それは私達の願いであり、あなたの御心です。

ですが私たちは、心得違いによって、自分を守り、自分を正しいとすれば、幸せになれる、救われると思ってしまいます。

まさにそれが罪です。見当違いなのです。的外れなのです。

主よ、どうかこのことをしっかりと心に覚えさせてください。

イエスキリストにあって、すべての境界線を取り除き、主にあって一つとなって、あなたの救いにあずかることができますように。

今日与えられました、見言葉の恵みに感謝し、この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

アーメン
◇エフェソの信徒への手紙
◆挨拶
エフェ 1:1　神の御心によってキリスト・イエスの使徒とされたパウロから、エフェソにいる聖なる者たち、キリスト・イエスを信ずる人たちへ。
エフェ 1:2　わたしたちの父である神と主イエス・キリストからの恵みと平和が、あなたがたにあるように。
◆神の恵みはキリストにおいて満ちあふれる
エフェ 1:3　わたしたちの主イエス・キリストの父である神は、ほめたたえられますように。神は、わたしたちをキリストにおいて、天のあらゆる霊的な祝福で満たしてくださいました。
エフェ 1:4　天地創造の前に、神はわたしたちを愛して、御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、キリストにおいてお選びになりました。
エフェ 1:5　イエス・キリストによって神の子にしようと、御心のままに前もってお定めになったのです。
エフェ 1:6　神がその愛する御子によって与えてくださった輝かしい恵みを、わたしたちがたたえるためです。
エフェ 1:7　わたしたちはこの御子において、その血によって贖われ、罪を赦されました。これは、神の豊かな恵みによるものです。
エフェ 1:8　神はこの恵みをわたしたちの上にあふれさせ、すべての知恵と理解とを与えて、
エフェ 1:9　秘められた計画をわたしたちに知らせてくださいました。これは、前もってキリストにおいてお決めになった神の御心によるものです。
エフェ 1:10　こうして、時が満ちるに及んで、救いの業が完成され、あらゆるものが、頭であるキリストのもとに一つにまとめられます。天にあるものも地にあるものもキリストのもとに一つにまとめられるのです。
エフェ 1:11　キリストにおいてわたしたちは、御心のままにすべてのことを行われる方の御計画によって前もって定められ、約束されたものの相続者とされました。
エフェ 1:12　それは、以前からキリストに希望を置いていたわたしたちが、神の栄光をたたえるためです。
エフェ 1:13　あなたがたもまた、キリストにおいて、真理の言葉、救いをもたらす福音を聞き、そして信じて、約束された聖霊で証印を押されたのです。
エフェ 1:14　この聖霊は、わたしたちが御国を受け継ぐための保証であり、こうして、わたしたちは贖われて神のものとなり、神の栄光をたたえることになるのです。
◆パウロの祈り
エフェ 1:15　こういうわけで、わたしも、あなたがたが主イエスを信じ、すべての聖なる者たちを愛していることを聞き、
エフェ 1:16　祈りの度に、あなたがたのことを思い起こし、絶えず感謝しています。
エフェ 1:17　どうか、わたしたちの主イエス・キリストの神、栄光の源である御父が、あなたがたに知恵と啓示との霊を与え、神を深く知ることができるようにし、
エフェ 1:18　心の目を開いてくださるように。そして、神の招きによってどのような希望が与えられているか、聖なる者たちの受け継ぐものがどれほど豊かな栄光に輝いているか悟らせてくださるように。
エフェ 1:19　また、わたしたち信仰者に対して絶大な働きをなさる神の力が、どれほど大きなものであるか、悟らせてくださるように。
エフェ 1:20　神は、この力をキリストに働かせて、キリストを死者の中から復活させ、天において御自分の右の座に着かせ、
エフェ 1:21　すべての支配、権威、勢力、主権の上に置き、今の世ばかりでなく、来るべき世にも唱えられるあらゆる名の上に置かれました。
エフェ 1:22　神はまた、すべてのものをキリストの足もとに従わせ、キリストをすべてのものの上にある頭として教会にお与えになりました。
エフェ 1:23　教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしている方の満ちておられる場です。
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